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 横浜市歌は、1909（明治42）年、横浜港の開港五十周年を記念して作られました。作詞は文豪森鷗外、

作曲は東京音楽学校助教授南能衛（みなみよしえ）です。同年７月１日の開港五十年祭において市内小学

生の歌唱により披露されました。1966（昭和41）年には「横浜市歌普及専門委員会」により改訂が加えら

れ、現在歌われているのは、改訂後の市歌です。長く歌い継がれ、市民に親しまれている横浜市歌。その

歴史と拡がりを知る資料をご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

森鷗外への依頼 ―なぜ作詞が鷗外なのか？ 

森鷗外が作詞者である理由ははっきりしていません。鷗外の日記によると、1909（明治 42）年３月 21

日、横浜市長三橋信方の代理人三宅成城（教育課長）が鷗外を訪問し、市歌の作詞を依頼しています。一

方で、「東京音楽学校から横浜開港五十年の唱歌を作ってくれと托された」という鷗外の談も残っていま

す。これらのことから、横浜市がまず東京音楽学校へ依頼し、同校が鷗外へ橋渡ししたのではないか、と

推測する論もあります。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『鴎外全集 第 35 巻』 森林太郎／著 岩波書店 1975 年 p.434 

『鴎外全集 第 19 巻』 森林太郎／著 岩波書店 1973 年 p.482「横濱市歌に就いて」 

『横浜港の七不思議 象の鼻・大桟橋・新港埠頭』田中祥夫／著 有隣堂 2007 年 

 p.199～218 第七章「横浜市歌 なぜ鷗外が作詞することになったか」 
 

制作過程 ―曲が先、歌詞が後 

横浜市歌は、先に曲を作り、曲にあわせて詞をつけるという方法（塡詞・てんし）で作られました。こ

れは、当時としては珍しい手法だったそうです。1909（明治 42）年６月６日、南より音楽学校へ招かれた

鷗外は、「横浜市歌の譜を見て、直ちに塡詞」しました。鷗外の談によれば、自らその方法を提案したと

のこと。そんな提案は初めてであったので、学校側は驚き、喜んだそうです。 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『鴎外全集 第 35 巻』（前掲）p.442 

『鴎外全集 第 19 巻』（前掲）p.482「横濱市歌に就いて」 
 

作曲者・南能衛 ―新進気鋭の音楽家 

 南能衛は徳島県出身、1904（明治 37）年に東京音楽学校（現・東京芸術大学音楽学部）を卒業、徳島県

中学校教諭等を経て、1908（明治 41）年に東京音楽学校助教授となりました。南は当時 27歳。その若さ

で、東京音楽学校に依頼のあった学校の校歌を多数作曲しています。鷗外とのコンビでは、ほかに「美澤

進先生彰徳之歌」（７ページのコラム「Ｙ校と、森鷗外＆南能衛」参照）を制作しています。 

 参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 『どんどんひゃらら 南能衛と小学唱歌の作曲家たち』 南次郎／著 近代消防社 2014 年 

  ｐ.218～226「横浜市歌の作曲」 

 『東京芸術大学百年史 第２巻 東京音楽学校篇』 

  芸術研究振興財団／編 東京芸術大学百年史編集委員会／編 音楽之友社 2003 年 p.1325～1326 

読んで知る横浜市歌 
平成 30年２月７日 横浜市中央図書館調査資料課 発行 

令和５年３月８日  改訂 

1. 市歌の誕生 

「市章及市歌」 

『開港五十年紀念 

横浜成功名誉鑑』 

森田忠吉／編  

横浜商况新報社  

1910 年 口絵 

横
浜
市
歌 

 

森 

林
太
郎
（
鷗
外
）
作
詞 

 

南 

能
衛 

作
曲 

 

わ
が
日
の
本
は
島
国
よ 

朝
日
か
が
よ
う
海
に 

連
な
り
そ
ば
だ
つ
島
々
な
れ
ば 

あ
ら
ゆ
る
国
よ
り
舟
こ
そ
通
え 

 

さ
れ
ば
港
の
数
多
か
れ
ど 

こ
の
横
浜
に
ま
さ
る
あ
ら
め
や 

む
か
し
思
え
ば
と
ま
屋
の
煙 

ち
ら
り
ほ
ら
り
と
立
て
り
し
と
こ
ろ 

 

今
は
も
も
舟
も
も
千
舟 

泊
る
と
こ
ろ
ぞ
見
よ
や 

果
な
く
栄
え
て
行
く
ら
ん
み
代
を 

飾
る
宝
も
入
り
く
る
港 



 
 

2 

市歌の作製費 

 『横浜開港五十年紀念帖』によると、作製費の総額は 472円 80銭。内訳は、「作歌報酬」100円、「作曲

報酬」50円、本譜と略譜あわせて３万８百部の印刷に 310円、作曲者教授のため２回来浜旅費及び弁当料

12円 80銭とあります。これとは別に、鷗外には市長から銀の烟草箱が贈られています。 

 ちなみに、楽譜の印刷に 310円とありますが、当時の都新聞が伝えるところによると、その印刷はすこ

ぶる美しく、台紙は 120斤の光沢紙、表面には市の徽章を金色であしらい、横浜の今昔の様子を模様とし、

裏面に楽譜を印刷したということです。 

 参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 『横浜開港五十年紀念帖』 成田景暢／編 横浜時事新報社 1909 年 p.241「市歌作製費」 

『鴎外全集 第 35 巻』（前掲）p.448 

『都新聞 明治 42 年 5 月～6 月復刻版』柏書房 1998 年「横濱開港祭の歌」1909（明治 42）年６月 20 日 p.5 

 

 

 

 

 

開港五十年祭 

1909（明治 42）年７月１日、横浜開港五十周年の記念式典が 

行われました。午後からの祝賀会において、市内小学校より 

選抜された数百名の児童により、横浜市歌が披露されました。 

指揮は高野己之助、演奏は横須賀海軍楽隊でした。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『横浜開港五十年紀念帖』（前掲） p.126「横濱市々歌の作製」  

p.139「開港紀念大祝賀会」 

『歌のよこはま 100 年の世相をつづる』 富樫啓／著 有隣堂 1979 年 

 p.277～287「親子三代にうたい継がれて」 

『横浜市歌 横浜洋楽文化史』 横浜交響楽団／編著 横浜交響楽団 2009 年 

 p.1「横浜市歌の生い立ち」 

「鴎外日記と横浜市歌」飛鳥田一雄 『有鄰 第 48 号』有隣堂／編  

有隣堂 1971 年 p.6 

 

小学校への伝達 

当時老松小学校の生徒であった平野威馬雄（詩人・フランス文学者）によると、1909（明治 42）年、夏

休みの最中に全校生徒が集められ、「東京のえらい学者の先生がヨコハマ市の歌をこしらえてくだすった」

と聞かされます。そして校長先生が市役所から市歌を持ち帰るのを「野毛坂の両側に全校生徒がせいぞろ

いして、真夏の太陽の下で待っていた。」ということです。その後、「今は百舟百千舟」を「今は桃食って

腹下し…」という替え歌が流行したとか。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 『横浜今昔』 毎日新聞横浜支局／編 毎日新聞横浜支局 1957年 p.32～35 「横浜市歌誕生のころ」平野威馬雄 

 

 

 

 

市歌普及のために 

 1966（昭和 41）年、神奈川県立音楽堂に読売交響楽団を招いて演奏会を行いました。飛鳥田市長は、そ

のアンコールで横浜市歌を指示しましたが、当時市歌のオーケストラ版は存在せず、この時は断念しまし

た。また、そのころ市の教育委員を務めていた佐藤美子（声楽家）による提言もあり、同年に「横浜市歌

普及専門委員会」が開かれました。メンバーは、佐藤美子、作曲家高木東六、横浜交響楽団常任指揮者小

船幸次郎、横浜市立桜丘高校教諭村山拡也、音楽の指導主事、小学校の音楽研究会代表でしたが、高木東

六が辞退したため、ほかの５人で改訂することとなりました。 

 

改訂の主なポイント 

１ 調の変更 

 原曲はト長調ですが、曲中の１番高い音が高すぎて歌えないということで、変ホ長調（一般用）、ヘ 

長調（学校または合唱団用）に移調しました。 

3. 市歌の改訂 

2. 市歌のお披露目 

上：「開港五十年紀念大祝賀会式典（三橋市長式辞朗読の光景也）」 

下：「大祝賀会式典其弐」  上下とも『横浜開港五十年紀念帖』(前掲) 口絵 
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２ 旋律のリズム、音程の修正 

  複雑な音程やリズムにより歌いづらい部分を補修しました。 

３ ピアノ伴奏の補修、オーケストラ版の作製 

  ピアノ伴奏、オーケストラ版は小船幸次郎が編曲を行いました。 
 参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 『横浜と音楽 横浜の文化』 「横浜と音楽」編集委員会／編  横浜市教育委員会 1986 年 p.71～74「「横浜 

市歌」を変えた佐藤美子」 

『歌のよこはま 100 年の世相をつづる』（前掲） p.286 

『横浜市歌 横浜洋楽文化史』（前掲） p.37～39「横浜市歌の改訂」 

『市民のオルガン 小船幸次郎と横浜交響楽団』 横浜交響楽団／編著 神奈川新聞社 2007 年 p.367～373 

「横浜市歌の改訂」 

 

 

   

 
【大正から昭和初期】 
祝賀会などでの横浜市歌演奏の様子  
式典等で市歌が歌われた例としてご紹介します。 

1917（大正６）年 7月 1日の開港記念横浜会館の開館式において横浜市歌が演奏されました。 

1918（大正７）年から 1923（大正 12）年の 7月 1日に横浜開港記念会館で全市小学校の代表児童が集ま

り、横浜貿易新報社主催の開港記念祝賀児童大会が開催されました。大会では横浜市歌が斉唱されました。 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

いずれも「横浜貿易新報」 

「開港記念横濱会館開館式」1917（大正６）年７月２日 p.2 

「祝賀児童大会」1918（大正７）年６月 27 日ｐ.5、1919（大正８）年７月１日ｐ.5、1920（大正９）年７月 1 日

ｐ.5、1921（大正 10）年６月 27日ｐ.5、1922（大正 11）年６月 22日 p.5、1923（大正 12）年 7月１日ｐ.5 
 
唱歌の学習と横浜市歌 
横浜市教育研究会により昭和初期に発行された唱歌学習用のテキストに横浜市歌が収録されています。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『横浜市小学唱歌 尋常科第１学年用』横浜市教育研究会／編 日本唱歌出版社 1931 年 p.10～11 

『唱歌学習帳』横浜市教育研究会／編 1934 年 p.14～15 
 
横浜市歌ダンス  

戦前、小学校の運動会や横浜市児童体育大会で、横浜市歌を使った「合同遊戯」が行われました。「横

浜市歌ダンス」として知られています。 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『歌のよこはま 100 年の世相をつづる』（前掲） p.278 

『かなざわ』横浜市立金沢小学校／編 横浜市立金沢小学校 1984年 p.78 

「横浜市児童体育大会と市民精神作興の歌」百瀬敏夫／著『市史通信  

第２号』横浜市史資料室 2008 年 p.1～5 

 『横浜市歌ダンス』横浜市歌保存会［1997 年］ 

 

 

 

 

【平成】 
横浜市歌ブルースバージョン 

横浜のミュージシャン中村裕介によるブルースバージョンが野毛の居酒屋から広がり、2003（平成 15）

年３月にはＣＤが発売されました。  

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「鷗外の歌詞ブルースで 現代版・横浜市歌がブーム」「神奈川新聞」2003 年３月 11 日 横浜版 p.21 

 

好きな横浜の歌 ４位：横浜市歌 

2008（平成 20）年に行われた「横浜開港 150 周年記念式典市民アンケート」で、「横浜にちなんだ歌で

好きな曲は？」という質問に対し、横浜市歌は４位となりました。1位はブルーライト・ヨコハマでした。  

4. 市歌の拡がり 

「横浜市児童体育大会の女生徒市歌ダンス」 
『子供と家庭』1935年 11 月号 横浜こども家庭社 1935年 
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参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「横浜開港 150 周年記念式典市民アンケート「好きな横浜の歌」など集計結果発表！」 

  横浜市記者発表資料 平成 20 年５月 26 日  

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0003_20180

828.pdf 

「（1859～開港 150 年へ）ご当地ソング「ブルーライト・ヨコハマ」圧勝／神奈川県」 

「朝日新聞」2008 年５月 28 日 朝刊 横浜 p.31 

 

横浜市歌制定 100周年 

横浜開港 150周年・市歌制定 100周年の 2009（平成 21）年には「横浜市歌 100周年ライブ」、横浜交響楽団に

よる記念演奏会、「横浜市歌制定 100 周年スペシャルライブ」、「横浜開港 150 周年記念コンサート」などが開催

されました。 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「森鴎外作詞「横浜市歌」100 周年ライブ」「読売新聞」2009 年３月 30 日 東京朝刊横浜 p.37 

「今と違う初演の旋律 きょう 横響、開港 150 周年記念し再現 横浜市歌、生誕 100 年迎え」「神奈川新聞」

2009 年６月 21 日 p.22 

『横浜開港 150 周年記念事業公式記録』横浜開港 150周年・創造都市事業本部／〔編〕 横浜開港 150 周年・

創造都市事業本部 2010 年 p.60～63、p.88～89 

 

横浜市歌の歌唱指導について 

『横浜版学習指導要領 音楽科編』で「横浜の時間」との関連で横浜市歌を取り上げること、『横浜版

学習指導要領 特別活動編』では、入学式や卒業式での市歌の指導について記載があります。 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『横浜版学習指導要領 音楽科編』横浜市教育委員会事務局／編 ぎょうせい 2009 年 p.10 

『横浜版学習指導要領 特別活動編』横浜市教育委員会事務局／編 ぎょうせい 2009 年 p.89、p.91、p.92、

p.93、p.94 

 

横浜市歌で盆踊り 

2010（平成 22）年５月「横浜市歌で盆踊り実行委員会」による Bon Dance横浜市歌『よこはまアラメヤ

音頭』ＣＤが完成。歌唱には林文子市長も参加しました。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「市歌モチーフにご当地音頭完成」「神奈川新聞」2010 年５月 11 日 横浜版 p.24 

「横浜市歌で盆踊り… Bon Dance 横浜市歌  『よこはまアラメヤ音頭』 CD が完成、林文子横浜市長へ贈呈

されます 」横浜市記者発表資料 平成 22 年６月８日 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0004_20180

828.pdf 

 

市営地下鉄駅構内での横浜市歌放送 

2010（平成 22）年９月１日から、横浜市交通局では湘南台駅（藤沢市）を除く市営地下鉄 39 駅の構内

で横浜市歌のメロディーをＢＧＭとして流すことを開始しました。  
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「市営地下鉄ＢＧＭに「横浜市歌」 鴎外が作詞」「読売新聞」2010 年９月１日 東京朝刊横浜 p.27 

 

横浜市立小学校体育大会「Let’s  Dance With YOKOHAMA」 

横浜市立小学校体育大会は 1951（昭和 26）年から開催され、市立小学校６年生が一堂に会します。「Let’s  

Dance With YOKOHAMA」は第 60回大会を記念して作られた演技で、横浜市歌をアレンジしています。 

 

「横浜風流」初演 

2016（平成 28）年６月 11日、横浜能楽堂で開館 20周年を記念し、狂言方大蔵流の人間国宝山本東次郎

が創作にあたった「横浜風流」が初演されました。横浜市歌の一節を取り込んでいます。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「横浜に新作「風流」 市歌を取り入れて」「神奈川新聞」2016 年７月 31 日 横浜・川崎・横須賀版  p.18 

 

横浜市会本会議場で横浜市歌斉唱 

横浜市会では、2017（平成 29）年から、毎年、第 1回市会定例会の開会に先立ち、先人への敬意、横浜

への郷土愛をより深める場として、市会本会議場において、横浜市歌の斉唱を行っています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0003_20180828.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0003_20180828.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0004_20180828.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0004_20180828.pdf
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参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「森鴎外作詞の市歌 横浜市議会で斉唱」「読売新聞」2017 年２月２日東京朝刊横浜 p.29 

「横浜市会本会議場で「横浜市歌」を斉唱します」横浜市記者発表資料 平成 29 年１月 31 日  

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0005_201808

28.pdf 

 

横浜 DeNAベイスターズ 応援歌 

ホームページの「テーマ別応援歌」に、テーマ「ホームラン・勝利のファンファーレ「横浜市歌」」と、

歌詞が掲載されています。 
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

横浜 DeNA ベイスターズホームページ「テーマ別応援歌」 

 https://www.baystars.co.jp/players/theme 

 

 

 

【楽譜】 
 １ 『横浜市歌』 

  森 林太郎／作詞 南 能衛／作曲 横浜市教育委員会 1959年 書誌番号：3-0203007283 

  原曲版（ト長調）の楽譜です。当時の半井清市長による一文があり、市民からピアノ伴奏付き楽譜

の要望が多いため、開港 101年のみなと祭記念事業として発行した楽譜だということです。 

 

 ２ 『横浜市歌』 横浜市教育委員会／編 森林太郎，南能衛／著 横浜市教育委員会 1966年 

  付属資料：ソノシート１枚 書誌番号：3-0190561860 

  1966（昭和 41）年５月「横浜市歌普及専門委員会」を経て、改訂された直後に出た楽譜です。「学 

 校または合唱団用」（ヘ長調）、「一般用」（変ホ長調）の２種類で、編曲者はいずれも市歌普及委員会 

 （補修編曲）、小船幸次郎（ピアノ編曲）です。市歌歌唱の手引き、当時の飛鳥田一雄市長による市

歌紹介文があります。また、付録ソノシートの内容は次の通りです。 

  １．斉唱～横浜少年少女合唱団  ２．混声合唱と管弦楽～横浜交響楽団 横浜混声合唱団 

    ３．吹奏楽～横浜市消防局音楽隊 ４．管絃楽～横浜交響楽団 

 

 ３ 『横浜市歌』  

  森 林太郎／作詞 南 能衛／作曲 横浜市教育委員会 ［出版年不明］書誌番号：3-0203006994 

  ２と同じ、改訂後の楽譜です。市歌歌唱の手引きも２と同様です。しかし、市歌の紹介文に若干の

違いがある上、「横浜市教育委員会」名義で作成されています。 

 

 ４ 『横浜市歌 楽譜（ＣＤ付）』 

  横浜市教育委員会事務局生涯学習文化財課／編 横浜市教育委員会 2015 年 

  付属資料：ＣＤ１枚／１２ｃｍ（付：ブックレット） 書誌番号：3-0500248460 

  楽譜は３と同じです。付録ＣＤの内容は次の通りです。 

 １．横浜市歌について ２．斉唱 横浜少年少女合唱団 ３．斉唱 コーロ・みお 

 ４．斉唱 横浜市歌合唱団 ５．管弦楽 横浜交響楽団 ６．横浜市歌と森鷗外（解説） 

 ７．合唱 横浜少年少女合唱団 ８．混声合唱 横浜混声合唱団 ９．吹奏楽 横浜市消防音楽隊 

  10．筝曲合奏 

 

５ 『横浜市歌』〔オーケストラ編成用〕森林太郎／作詞 南能衛／作曲 ［出版者・出版年不明］ 

 書誌番号：3-0500579305 オーケストラ編成のスコア（総譜）です。歌詞はありません。 

 

 ６ 『横浜市歌』〔オーケストラ編成用パート譜〕森林太郎／作詞 南能衛／作曲 ［出版者・出版年不明］ 

書誌番号：3-0205027064 オーケストラ編成のパート譜集です。歌詞はありません。 

 

 ７ 『横浜市歌（楽譜）』 

   南能衛／作曲 小船幸次郎／編曲 ［出版者・出版年不明］ 書誌番号：3-0205034218 

   吹奏楽編成のパート譜集です。スコア（総譜）、歌詞はありません。 

【録音資料】※音楽・映像資料は図書館外への貸出はしていません。中央図書館内で視聴できます。 

5. 楽譜・録音資料 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0005_20180828.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shiru/shikalist2.files/0005_20180828.pdf


 
 

6 

 

 １ 『横浜市歌』 森林太郎／作詞 南能衛／作曲 横浜市教育委員会 ［19--］カセットテープ  書誌番号： 

3-0020200736 

   Ａ面 １．市歌演奏（１）斉唱／横浜少年少女合唱団 （２）斉唱／コーロ・みお 

     （３）管弦楽／横浜交響楽団 （４）合唱／横浜少年少女合唱団 ２．横浜の歴史概略（解説） 

   Ｂ面 １．横浜市歌と森鴎外（解説） ２．市歌演奏（１）混声合唱／横浜混声合唱団 

     （２）吹奏楽／横浜市消防音楽隊（３）筝曲合奏 
 
 ２ 『横浜市歌』 森林太郎／作詞 南能衛／作曲 市歌普及委員会／編曲 横浜市教育委員会 1994 年 

 ＣＤ 書誌番号：3-0019500050 

   １．横浜市歌について ２．斉唱／横浜少年少女合唱団 ３．斉唱／コーロ・みお 

   ４．斉唱／横浜市歌合唱団 ５．管弦楽／横浜交響楽団 ６．横浜市歌と森鴎外（解説） 

   ７．合唱／横浜少年少女合唱団 ８．混声合唱／横浜混声合唱団 ９．吹奏楽／横浜市消防音楽隊 

   10．筝曲合奏 
 
 ３ 『復刻私(わたし)の横浜』八木義之／制作 齊藤秀夫／解説 ビクターエンタテインメント 2000 年 

 ＣＤ 書誌番号：3-0020001247 

   １．横浜市歌 横浜市立青木尋常小学校生徒 

    （伴奏：日本ビクター・サロン・オーケストラ、発売：昭和４年（1929年）11月 25日） 

   これまであまり存在を知られてこなかった横浜にまつわる歌を残そうと、当時の原盤から音を起こ 

  して復刻し、刊行したＣＤです。 
 
 ４ 『横浜うた物語 横浜開港１５０周年記念企画』 

   横浜開港資料館／監修 King Records 2009 年 ＣＤ 書誌番号：3-0500463657 

   11．横浜市歌（横浜青木小学校生徒）※上記３と同じ 

   27．横浜市歌～ブルースバージョン 

   横浜開港 150周年を機に、横浜で歌われてきた伝承歌・愛唱歌・歌謡曲の中から 27曲を選び、横 

  浜開港資料館監修の下、年代順に編成したＣＤです。 
 
 ＊ 上記３，４では改訂前の横浜市歌を聴くことができます。 
 

 ５ 『よこはまアラメヤ音頭 BON-DANCE横浜市歌』 

   横浜市歌で盆踊り実行委員会／[編]横浜市歌で盆踊り実行委員会 ＣＤ 書誌番号：3-0210044605 

   付属資料：「よこはまアラメヤ音頭」の踊り方 

    

 ６ 『よこはまアラメヤ音頭 BON-DANCE横浜市歌 振付け教則用 DVD』 

   横浜市歌で盆踊り実行委員会／編 TVK 2010 年  ＤＶＤ  書誌番号：3-0210057035 

   解説バージョン、教則ビデオバージョン、プロモーションバージョンを収録しています。 

 

 ７ 『横浜音祭りファンファーレ オリジナルＣＤ』 横浜市文化観光局 2014 年 ＣＤ 書誌番号： 

3-0500210313 

   2013（平成 25）年に開催された「横浜音祭り 2013」。その際作曲された「横浜音祭りファンファー 

  レ」のほか、横浜市歌、2014横浜市歌（矢部政男編曲）を収録しています。演奏は横浜市消防音楽隊 

  です。 
 

【Web サイト】 

 1 横浜市生涯学習ページ「はまなび」 横浜市歌について 

   https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/gaiyo/shika/sika.html 

  こちらで、市歌を聴くことができます（斉唱版、吹奏楽版）。楽譜も掲載しています。 

 

２ 国立国会図書館 歴史的音源 https://rekion.dl.ndl.go.jp/ 

  【録音資料】３、４と同様の音源が収録されています。 
「横浜市歌」 森林太郎[作詞] 南能衛[作曲] 横浜青木小学校生徒 日本ビクター・サロン・オーケス

トラ[伴奏] 発売年月日：1929-11 

   「国立国会図書館/歴音参加館限定」資料です。国立国会図書館および横浜市中央図書館（３階 PC

リサーチコーナー）等で視聴できます。  



付：横浜市歌関連年表
※出典：p１～p6で既に紹介している資料は、著者・出版社等の書誌事項を省略しました。

西暦 和暦 月日 できごと 出典※

1909 明治42 3月21日 横浜市長の代理人三宅成城が森鷗外に市歌の作詞を依頼。 『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 5月12日 三宅成城と森鷗外、市歌について相談。 『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 5月23日 南能衛が市歌について森鷗外に相談。 『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 6月6日
南能衛から電話があり、森鷗外が音楽学校に行き、市歌の楽譜を
見て、直ちに作詞。

『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 6月17日 市歌の印刷ができる。 『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 6月18日 森鷗外が、市歌を南能衛に送付。 『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 6月28日
各小学校選出の生徒300名、横浜小学校で南能衛の指導により市
歌の練習。

「東京毎日新聞」1909年６月29日 p3

1909 明治42 7月1日
横浜開港五十年紀念大祝賀会開催。小学生徒らにより横浜市歌斉
唱。森鷗外参列。

『横浜開港五十年紀念帖』
『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 7月18日
三宅成城が横浜市長の使として、森鷗外を訪問し、銀の烟草箱を
贈呈。

『鴎外全集 第35巻』

1909 明治42 7月31日 三橋横浜市長が森鷗外を訪問。 『鴎外全集 第35巻』

1931 昭和6 3月
『横浜市小学唱歌　尋常科第１学年用』発行。「ヨコハマシカ」
を収録。

『横浜市小学唱歌　尋常科第１学年用』

1934 昭和9 4月 『唱歌学習帳』発行。「横浜市歌」を収録。 『唱歌学習帳』

1966 昭和41 5月7日 横浜市歌普及専門委員会開催。 『横浜市歌　横浜洋楽文化史』

【コラム】 Ｙ校と、森鷗外＆南能衛
1909（明治42）年11月、横浜商業学校同窓会が同校の美澤進校長に贈った「美

澤進先生彰徳之歌」は、森鷗外と南能衛の作詞作曲です。また、校歌は作詞森鷗

外、作曲小松耕輔（学習院助教諭）で1916（大正５）年に作られました。鷗外は

作詞料を受け取らなかったと紹介されています。
参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『Ｙ校八十周年記念誌』Ｙ校八十周年記念誌編集委員会／編 横浜市立横浜商業高等

学校 1962年 p.35～36 p.36～38

横浜市立商業高等学校ホームページ「校歌・校章」校歌を視聴できます。
https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/hs/y-shogyo/
index.cfm/1,0,42,158,html

絵葉書「横浜市歌」

【コラム】 昭和初期の横浜市歌“評”
横浜市歌は、どのように評されていたのでしょうか。昭和初期に刊行された２冊からご紹介します。
「尋常小学唱歌」や「尋常小学国語読本」の編集に関わり、また、多くの校歌・市歌等の作詞を行った八波則吉は、

『唱歌作歌法講話』（昭和６年）の中で横浜市歌を取り上げています。「大家の作歌法とも見るべき珍らしい話を一
つしよう。」と前置きした上で、鷗外の「塡詞」について「博士なればこそ、先づこんな注文をされたのだ。」、
「東京音楽学校で驚いたのも無理がない。」、「語彙が豊富で、どんな難題でも頓着しないだけの自信がなければ出
来ない藝当である。」と称賛しています。

また、東京音楽学校乙種師範科を卒業し、横浜市の二谷尋常高等小学校などで訓導を務めた三浦俊三郎は、『本邦
洋楽変遷史』（昭和６年）で横浜市歌を取り上げ、「行進曲風に出来て居て、歌謡風でない處が歌ひ手を困らせてゐ
る。」としつつも、「今日に至るまで全市児童並に青年の集会記念式等に歌はれ市歌としての眞價を發揮して居る。」
と紹介し、「自分は永久にこの市歌の存続を希ふものである。」と述べています。

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『唱歌作歌法講話』八波則吉／著 京文社 1931年 p.124～128（国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl.ndl.go.jp/pid/1123415）

『本邦洋楽変遷史 ２版』 三浦俊三郎／著 日東書院 1931年 p.582～584
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西暦 和暦 月日 できごと 出典※

1966 昭和41 7月
『横浜市歌』（付：ソノシート1枚）発行。改訂後の楽譜、市歌
歌唱の手引き、飛鳥田市長による紹介文を収録。

『横浜市歌』

1968 昭和43 開港110年記念、フォノシート盤「横浜市歌」発行。 『横浜市歌　横浜洋楽文化史』

1994 平成6 『横浜市歌』CD（横浜市教育委員会）発行。　 『横浜市歌』

2000 平成12 7月 『復刻私（わたし）の横浜』CD発行。 『復刻私(わたし)の横浜』

2003 平成15 3月23日
『中村裕介ROXVOX / 横浜市歌～ブルースバージョン～YOKOHAMA
CITY BLUES』CD発売。

「神奈川新聞」2003年3月11日 横浜版 ｐ21
音楽出版社　ＣＤジャーナルホームページ
https://artist.cdjournal.com/d/yokohama-
city-blues/3203040311

2008 平成20 5月26日
横浜開港150周年記念式典市民アンケートが行われ、横浜市歌は
４位となった。

横浜市記者発表資料　平成20年５月26日

2009 平成21 3月
『横浜版学習指導要領　音楽科編』、『横浜版学習指導要領　特
別活動編』 発行。

『横浜版学習指導要領　音楽科編』
『横浜版学習指導要領　特別活動編』

2009 平成21 6月21日 横浜交響楽団第615回定期演奏会開催。初演当時の市歌を再現。 「神奈川新聞」2009年6月21日 朝刊 ｐ22

2009 平成21 6月中旬
市教育委員会が横浜市歌の吹奏楽版等の楽譜を作成し、全市立学
校に配布。

横浜市記者発表資料  平成21年6月30日

2009 平成21 8月 『横浜うた物語　横浜開港150周年記念企画』CD発売。
『横浜うた物語

 横浜開港150周年記念企画』

2009 平成21 9月11日 横浜市歌制定100周年スペシャルライブ開催。 『横浜開港150周年記念事業公式記録』

2009 平成21 12月12日
開港150周年の締めくくりとして、記念の年を振り返るととも
に、横浜市歌を未来に歌い継いでいくため、横浜開港150周年記
念コンサート開催。

『横浜開港150周年記念事業公式記録』

2010 平成22 5月27日 Bon Dance横浜市歌『よこはまアラメヤ音頭』CD完成。 横浜市記者発表資料　平成22年6月8日

2010 平成22 9月1日 市営地下鉄駅構内でBGMとして横浜市歌を放送。 横浜市記者発表資料　平成22年8月31日

2010 平成22
10月５日
10月７日

第60回横浜市立小学校体育大会開催。第60回大会を記念して市歌
をアレンジした演技「Let's Dance With YOKOHAMA」が作られ
た。

横浜市教育委員会ホームページ　横浜市立小
学校体育大会　はまっ子スポーツウェーブ

2014 平成26 『横浜音祭りファンファーレ　オリジナルCD』作成。
『横浜音祭りファンファーレ オリジナルＣ
Ｄ』

2015 平成27 4月 『横浜市歌　楽譜（CD付）』発行。 『横浜市歌　楽譜（ＣＤ付）』

2016 平成28 6月11日 横浜能楽堂　開館20周年記念　新作「横浜風流」初演。 「神奈川新聞」2016年７月31日 ｐ18

2017 平成29 2月1日 横浜市会本会議場で「横浜市歌」を斉唱。 横浜市記者発表資料  平成29年１月31日

■ 「鷗外」の漢字表記について

１ 紹介文中の表記は、各資料の表記によりました。

２ 『（書名）』（著者）等の表記は、横浜市立図書館蔵書検索ページ「資料情報」の表記によりました。

■ 文中敬称略しました。
■ インターネット情報の最終確認日 令和７年８月14日

中央図書館では、みなさまの調査研究・問題解決のお手伝いをしています。
お気軽に各階カウンター・電話・ホームページの申込フォームにてお問い合わせください。

電話：045(262)0050
ホームページ：https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/library/shirabemono/referance.html
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